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〔繕論〕

テルミサルタンは 冊 Ａ即 活性化作用によりピト 艀Ｃ の増殖を促進 した． テルミサルタ ンの投与は
盲

生体内の

醍Ｃ 数の増加を介して心血管イベ ン壮の抑制に寄与する可能性が示唆される
、

輸 文 審 査 の 要 爵

血管内皮前駆細胞 （艀Ｃ） は虚斑性心疾患の治療や予後予測因子としても注目されている
． アンジオテンシ ン

五亙受容体拮抗薬 （ＡＲ葛） の一つであるテル婁サルタンはＰＰＡ野 活性化作用を有する薬剤であるが
、

ＰＰＡＲγの活

性化自身が様々な動脈硬化抑制作用 を示すことも報告されている
．

本研 究の冒的はテルミサルタ ンの 艀Ａ野 活

性化作用とヒト ＥＰＣ増殖促進効果との関連および機序を明らかにすることである．健常成人男性の末梢菰歯来単

核 球 を 崩 い て官 テ ル ミ サ ル タ ン 存 在 下 で 綴 胞 の 増 殖 能 や 下 流 の シ グ ナ ル 系 を 評 価 し た． 緒 果
冒

テ ル ミ サ ル タ ン の

投 与 に よ り 用 量 依 存 的 に 服 Ｃ コ 四 二 一 数 は 増 痂 し
、

こ の 反 応 は ＰＰＡ 即 依 存 性 で あ る こ ＆ が 確 認 さ れ た． ま た
、

下流のシグナルとして 醍Ａ即 を介 した Ｐ亙総ｉ鯛ｓｅ，
Ａ蛙 シグナルの活性化により

，
ヒト 服Ｃ の増殖促進効果を

示 す こ と が 解 明 さ れ た． 他 の Ａ 醜 で は冒 同 様 の 作 用 は 認 め ら れ な か っ た こ と か ら
，

テ ル ミ サ ル タ ン の 煕 Ａ 即

活性化に伴う特異的な作用と考完られた
． したがって、 テ ルミサルタンは生体内で 瓦ＰＣ 数の増カ脆 介して心塩管

イ ベントの靭制に寄与する可能性が考え られた。
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論 文 肉 容 の 要 爵

〔冒的〕

新生児集申治療 管理室（蛆ＣＵ） に入院申の早産低出生体重堀の姿勢の縛徴は
冒

低筋 緊張で溝期産堀に見られる

ような生理的屈 鹿が欠如 している傾 向がある
．

彼らは姿勢コントロールが可能になる以前に出生し重カ下におか

れ る た め、 祷 有 の 伸 展 姿 勢 を 漫 る こ と が 多 い． こ の よ う な 姿 塾 を 長 期 に わ た り 塁 す る と
宇

乳 娼 に と っ て 構 築 的 な

間題のみでなく両手を注視することや ボディ ーイメー ジの獲得亭 社会性の発達等において聞題を持つ危険性があ

るため
官

多くの Ｎ亙ＣＵ では早産児が重カに対抗した屈曲位や正中位 での姿勢および運動パターンを獲得 しやすい

よ う ポ ジ シ 饗 ニ ン グ プ 蘭 グ ラ ム を 取 り 入 れ て い る． 本 研 究 で は ポ ジ シ 蟹 ニ ン グ プ 辺 グ ラ ぷ が亭 唖ＣＵ に 入 院 申 の 早

産低出生体重娼の 自発運動パターンに及 ぼす影響について調査するため定量的分析 を行った．

〔対象および方法〕

対象 は出生直後から修正３５～３⑧週凄 でポ ジシ藪ニ ングを経験 した新生児６名 （在胎 脆～３壌週
冒

出生時 体重

測 ～ 蝸 鑓蟹） と
， 経験 していない新生鬼⑧名 （在胎 脆～３３週

亭
出生時体璽 郷 ～２β６毎） の１ｏｗ 敏 低出生体重

児 で あ る． 乳 児 ら が 修 正 ３８～３⑬ 週 に な っ た 時 に冒 で き る だ け 裸 に 近 い 状 態 で ベ ッ ド 上 に 柳 臥 位 に し
壬

両 側 手 関 節
，

一婁８５一



５⑪

昆関節に反射マー吻一を賭付し
，

覚醒 していて泣 かずに自発的に動いている状態（Ｐ鮒 闘 のｓｔ搬堪）の時を選 び亭

ビデオ勿メ ラで自発運動パターンを約５～１⑪分間上方 から撮影 した． 撮影 し花画像は二 次元行動解析装置に取り

込 み 座 標 化 し苧 運 動 軌 跡 を 描 出 し 解 析 を 行 っ た
，

〔緒果〕

従来ポ ジシ藪ニングの効果判定については、 定性的評価によるものが多く臨床場面において実用的であるとは

言い難かった
． 本研 究では ビデオ撮影した乳児らの運動パターンを統計学 的手法を用 い定量的に分析する新しい

試 み に よ り
，

ポ ジ シ 翼 ニ ン グ を 経 験 し た グ ル ー プ の 乳 娼 の 四 肢 の 動 き は
亭

経 験 し て い な い グ ル ー プ の 乳 蝿 の 動 養

と比 較して亭 両手を正 申位に近づけたり交叢 したりする 等
，

より体の申心 部に集申していることが定量的に測定

で き 花． こ れ に よ り 運 動 速 度 に お い て も
、

ポ ジ シ 翼 ニ ン グ グ ル ー プ の 方 が 多 様 性 に 當 ん で い る こ と を 客 観 的 に 確

認 で き た
．

〔考察〕

Ｎ玉ＣＵ に入 院申にポジショニ ングを経験した早産低出生体重児の自発運動パター ンは
宝

ポジシ藪ニ ング期閥 終

了後約１ヵ月経過しているにもかかわらず四肢が正申位方向へ向かう動きを示 し
、

両手を合わせたり交差したり

し
、

手を口に接触させたり していだ． 一方ポジシ罰ニング非経験 グループは早産鬼特有の姿勢を呈 し四肢が離れ

たままで動く傾向があり亨 両手が交差することはなかっ た 早産低出生体重児 に対する適切 なポジシ婁ニングプ

回グラぷ は， 乳堀らの屈筋 緊張と抗璽力 活動の発達を促し
害

胎蝿が子宮内で行っているよう な身体の串心方向へ

の運動パターンの学習 を提進 したことを示唆している． つまり ポジシ蟹ニングが早産低出生体璽娼の感覚運動活

動 に 対 し て い く ら か の 影 響 を 持 ち
亨

自 発 運 動 パ タ ー ン を 変 化 さ せ た と 考 乏 ら れ る，

〔結論〕

早産低出生体重娼に対する ポジシ勇ニングは
、

乳児の自発運動パターンに影響を与克
、

正申位方向への運動パ

ターンを促進するということを客観的に示すこあ がで馨た
．

さらに早産娼の発達において将来懸念さ れる構築的

間題や発達上の問題を予防するためのポジシ議ニ ングプログラムの効果を
亨

客観的苗定量的に評掘するための基

盤が確立できたと考完る．

論 文 審 査 ⑳ 要 旨

新生児集申治療管理室（ＮＩＣＵ）に入院申の早産低出生体重娼に対する恭ジシ蟄ニングプログラム が亭 乳鬼の自

発運動パターンにどのように影響を及 ぼすのかについて定量的分析 を行った
．

本研究では
言

ビデオ撮影した乳児

らの運動パター ンを行動解析装 置に取り込み
亭

統計学的手法を用 い定量的に分析する新 しい試みを行った結果
、

ポ ジ シ 翼 ニ ン グ を 経 験 し た グ ル ー プ の 乳 児 の 動 き は、 経 験 し て い な い グ ル ー プ の 乳 掘 の 動 慧 と 批 較 し て苧
よ り 身

体の正申位方向へ集中 しており
，

運動遠度も多様性に富んでいることと定量的に測定するζをに成功した
．

従来ポジシ勢ニングの効果については
、

経験に基づいた定性的評価 による ものが多く客観性 に欠ける 傾向が

あ っ た が
ヨ

本 研 究 に よ り
亨

乳 児 の 自 発 運 動 パ タ ー ン に 対 す る ポ ジ シ 籔 ニ ン グ の 影 響 を、 客 観 的 。 定 量 的 に 評 価 す

る ための基盤を確立 したものである． この成果は医学博士に適しいものと評価された
．
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